第２章　古代・中世村落の立地と形態
第１節　古代村落の立地条件


　村落がどのような土地に成立し、どのように変化して、伝統的な村落景観を形成するに至ったか、その過程を追求してみたい。

　わが国の河川の流域や海岸平野のような低平な沖積平野は、水田化の可能性をもつ場所を提供する。しかし、このようななかでも山麓の谷口扇状地から一般の沖積平野に移るところなどは、傾斜が急に変わってお

氾　濫　原
り、そこは湧水線が形成される。そこはまた氾濫原ではないゆえに、洪水からも安全である。かかる扇頂、扇端に一般に集落が分布することが多い。それは整然としない任意の形態をとるように思われる。こういう村落は、形態がまちまちであり、自然発生的で、任意村落と考えてよかろう。

　しかしながら、古代は広い沖積平野の開拓時代でもあり、また日本の農民が水田EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（１）),獲得)のためにはらってき
自然堤防
た苦闘の歴史でもあった。堤を築き、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かんがい),灌漑)水路を開き、氾濫原、自然堤防、後背湿地、沼沢地にせよ水田化していった。その際、耕地単位の基準となったのが条里制と考えるべきである。

　条里制は大和朝廷の本拠地からしだいに地方へ及び、延暦１９年（８００）の大隅・薩摩両国における班
荘　　園
田の実施によって終わるとされるが、沖積平野の前進的な開拓は、荘園というなかで、たゆまない努力によって続行されたと思われる。そして新成のデルタ地域の開発は近世をまたねばならなかった。
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